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写真は鮎をモチーフに県産スギを
使って製作した、岐阜市オリジナル
の「マタニティマーク」のチャーム。
妊娠届出の方などに配布。皆さん
も出来ることから「木づかい」にご
協力を!
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開催日 行事名等 内　容　等
場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

11月8日（土）～
11月9日（日）

オープンキャンパス
in 翔楓祭

（森林文化アカデミー
学園祭）

岐阜県立森林文化アカデミーは、林業、森
林環境教育、木造建築、木工の分野で活躍
できる人材を育成している専修学校です。
入学を検討されている方を対象に、オープ
ンキャンパスを開催します。
●日　時／11月8日（土） 10:00~16:00
             　　　9日（日） 10:00~16:00
●参加費／無料

森林文化アカデミー
（美濃市曽代８８）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL https://www.forest.ac.jp

11月9日（日） 岐阜県伐木安全技術
評価会2025

３種類（丸太合わせ輪切り、伐倒、枝払い）
の伐採技術を競う評価会を開催します。
●時　間／9:00～15:00

森林文化アカデミー
テクニカルセンター前広場

（美濃市曽代８８）

森林経営課
TEL:058-272-8491

森林・林業関係イベントカレンダー（11月）白山白川郷ホワイトロードの紅葉

　岐阜県白川村と石川県白山市を結ぶ山岳有料道路「白山白川郷ホワイトロード」は、６月中旬以降に開通する予定です。
　壮大な新緑を眺めながらドライブを楽しむことができるほか、各所に駐車場があり、そこから観光スポットへアクセ
スできるため、ゆっくりと大自然を満喫できます。
　なかでも「白川郷展望台」では、世界遺産
白川郷の眺望、ブナなどの天然林での森林浴
や、三方岩岳へのトレッキング等、様々な自然
の楽しみ方を体験できます。
　詳しい情報は、白山林道岐阜管理事務所
へお尋ねいただくか、ホームページをご覧く
ださい。

　白山白川郷ホワイトロードは、例年１０月中旬に紅葉の見頃を迎えます。赤く染まる広葉樹と常緑の針葉樹が織
りなす景色は、この時期ならではの鮮やかさです。
　なかでも「白川郷展望台」では、山一面の紅葉が一望できるほか、ブナの原生林を歩きながら、間近で紅葉を楽
しむことができます。さらに、早朝には雲海が広がることもあり、幻想的な風景をご覧いただけることもあります。
　展望台デッキにライブカメラを設置しており、紅葉の進み具合や雲海の発生状況などをご自宅からもご覧いた
だけます。あわせて、災害等による通行止め情報も公式ホームページで随時更新していますので、お出かけの際
は、ぜひご確認ください。

【森林保全課　水源林保全係】

（公社）岐阜県森林公社　白山林道岐阜管理事務所
ＴＥＬ／ＦＡＸ　０５７６９－６－１６６４

　岐阜県林政部森林保全課では、山地の詳細地形や災害発生時の地形変化把握を目的として、平成２５年度から航空レーザ
測量による３次元地形データの取得を進めてきました。このデータは、裸地化した森林や地形の変化を高精度で捉えることが
でき、治山計画の策定や災害対策など多方面で様々な活用が期待されています。
　このたび、利便性の向上と利用促進を図るため、「県域統合型GISぎふ」のホームページ内でデータを一般公開しました。
　これにより、どなたでもいつでもデータをご利用いただけます。

お問い合わせ先

紅葉のホワイトロードと雲海

航空レーザ測量データのオープンデータ化

 

「県域統合型GISぎふ」ウェブサイトにて、「標高データマップ」や
「航空レーザ」などのキーワードで検索してください。
  https://gis-gifu.jp/gifu/Map?mid=7

●詳しい内容を知りたい方は　ＴＥＬ 058-272-8526　岐阜県林政部森林保全課治山係まで

公開データの概要
下記の３種類の３次元地形データを公開しています。
①オリジナルデータ…航空レーザ測量により得られた、樹木や建物などと地表面の位置と高さを計測したデータ
②グラウンドデータ…オリジナルデータから樹木や建物などを除いた地表面のみの位置と高さを示したデータ
③グリッドデータ……グラウンドデータを補完し、地表面の位置と高さを０．５ｍ毎の格子状に示したデータ

データの閲覧・取得方法

1

2

①航空機からレーザ光を地上に照射し、反射して戻るまでの時間を計測して
距離を測定

②レーザ光を左右に振りながら、帯状に地表面の標高を算出
③全地球測位システム（ＧＮＳＳ）や慣性測量装置（ＩＭＵ）などを併用し、

航空機の高度・位置・傾き等を正確に把握 ※高さの精度は±15cm程度
※出展：国土地理院ウェブサイト
　（https://www.gsi.go.jp/common/000143680.pdf）

航空レーザ測量の仕組み

通 行 料 金

営 業 期 間 １１月１０日（月）まで（予定）
利 用 時 間 ８時～１７時（出口閉門時間 １８時）

ホームページ https://hs-whiteroad.jp

利用料金　
1,400円
1,700円
5,000円
11,000円

軽自動車
普通自動車
マイクロバス
大型バス

ただし、９月２７日（土）から１０月１９日（日）
までは、「秋のモーニングタイム」（利用時間７時
～１７時）を実施します。※岐阜県側のみ実施
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図１　県産材住宅助成制度のチラシ

１
．
木
材
流
送
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歴
史

　

江
戸
時
代
に
名
古
屋
城
を
築
城
す
る

際
に
必
要
な
木
材
を
調
達
す
る
た
め
、

飛
騨
川
、
木
曽
川
の
上
流
域
の
木
を
伐

採
し
て
、
川
の
流
れ
を
利
用
し
て
下
流

域
の
名
古
屋
（
熱
田
）
ま
で
木
材
を
流

送
し
た
歴
史
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

飛
騨
や
木
曽
の
山
で
伐
採
さ
れ
た
木

材
は
、
飛
騨
川
、
木
曽
川
を
下
り
、
伊

勢
湾
、
そ
し
て
名
古
屋
城
の
築
城
に
際

し
て
開
削
さ
れ
た
堀
川
を
経
由
し
て
白

鳥
貯
木
場
（
現
在
の
名
古
屋
市
熱
田

区
。
今
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
白
鳥
庭
園

や
名
古
屋
国
際
会
議
場
な
ど
が
あ
る
場

所
）
ま
で
、
お
よ
そ
３
０
０
日
か
け
て

運
ば
れ
ま
し
た
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白
鳥
貯
木
場
や
堀
川
周
辺
に
は
木
材

事
業
者
が
集
ま
り
、
神
具
、
仏
壇
、
建

具
な
ど
名
古
屋
の
地
場
産
業
へ
受
け
継

が
れ
る
木
材
加
工
技
術
が
発
展
し
、
熱

田
白
鳥
は
「
木
材
産
業
発
祥
の
地
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２
．
県
産
材
住
宅
の
支
援

　

県
産
材
の
需
要
を
拡
大
す
る
た
め
に

は
、
木
材
使
用
量
の
多
い
木
造
住
宅

（
県
産
材
住
宅
）
の
新
築
・
改
修
を
進

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
産
材
住

宅
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は
、
県
産
材
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し
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森
林

県
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阜
県
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業
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そ
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、
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店
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材
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に
、
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外
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需
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が
、
令
和
７
年
度

か
ら
県
費
分
に
限
っ
て
併
用
を
可
能
と

し
、
県
産
材
住
宅
の
支
援
、
ひ
い
て
は

県
産
材
の
需
要
拡
大
の
取
組
み
を
強
化

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

３
．
人
材
育
成

　

県
産
材
住
宅
を
増
や
す
に
は
、
県
産

材
を
活
用
し
た
木
造
住
宅
を
設
計
し
、

消
費
者
の
相
談
や
要
望
に
対
応
で
き
る

建
築
士
と
、
木
造
住
宅
の
良

さ
や
県
産
材
を
使
用
す
る
意

義
等
を
消
費
者
に
伝
え
ら
れ

る
工
務
店
の
営
業
担
当
者
の

育
成
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
岐
阜
県
で
は
、
対

象
者
や
建
築
物
の
規
模
に
応

じ
て
「
木
造
住
宅
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
、
「
木
造
住
宅
相
談

員
」
及
び
「
木
造
建
築
マ
イ

　

木
材
流
送
の
歴
史
は
鉄
道
や
車
（
ト

ラ
ッ
ク
）
の
普
及
と
と
も
に
昭
和
初
期

で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
上
流
域
に
位
置

す
る
岐
阜
県
の
森
林
と
木
材
は
、
古
く

か
ら
下
流
域
の
ま
ち
づ
く
り
や
産
業
発

展
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
木
材
流
送
の
歴
史
を
、
林

野
庁
中
部
森
林
管
理
局
名
古
屋
事
務
所

が
管
理
す
る
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
館
は
平

日
の
み
で
す
が
、
無
料
で
、
事
前
に
電

話
で
予
約
ま
た
は
空
い
て
い
る
日
で
あ

れ
ば
館
内
を
案
内
し
て
も
ら
え
ま
す
。

当
時
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
や
、
伐
木

や
運
材
の
技
術
を
描
い
た
絵
巻
（
木
曽

式
伐
木
運
材
図
会
）
の
複
製
が
、
歴
史

館
の
お
よ
そ
半
周
に
わ
た
っ
て
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
の
森
林
が
作
っ

た
名
古
屋
の
木
材
産
業
の
歴
史
。
木
材

流
送
の
歴
史
は
意
外
と
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
下
流
域
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
獲
得
す

る
た
め
に
も
、
勉
強
に
行
っ
て
み
て
は
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岐
阜
県
に
お
け
る
県
産
材
住
宅
や

木
製
品
の
需
要
拡
大
に
向
け
た
取
組
み

岐
阜
県

　林
政
部

　県
産
材
流
通
課

　大
島 

愛
彦

図２　人材育成講座の各種チラシ

図３　ぎふの木製品カタログ

ぎふの木製品カタログは
こちらからご覧ください。

ス
タ
ー
」
の
３
種
類
の
講
座
を
毎
年
度

開
講
し
、
県
産
材
住
宅
等
を
普
及
す
る

た
め
の
人
材
育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
古
来
の
伝
統
建
築
を
担

う
大
工
技
能
士
を
「
匠
の
国
・
岐
阜
県

伝
統
建
築
家
」
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
度
に
制
度
を
創
設
し
、
令
和

４
．
県
産
材
の
販
路
拡
大

　

他
に
も
岐
阜
県
産
の
良
質
な
木
製
品

を
ま
と
め
た
「
ぎ
ふ
の
木
製
品
カ
タ
ロ

グ
」
（
デ
ジ
タ
ル
カ
タ
ロ
グ
）
を
作
成

し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
紹

介
し
て
県
産
木
製
品
の
販
路
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
で
工
夫
し
た
点
は
、

カ
タ
ロ
グ
で
伝
え
き
れ
な
い
詳
し
い
情

報
は
、
製
品
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
ら
う
よ

う
に
製
品
毎
に
二
次
元
コ
ー
ド
を
掲
載

し
た
こ
と
。
今
年
度
の
更
新
で
は
、
中

部
圏
を
は
じ
め
、
首
都
圏
、
関
西
圏
の

モ
デ
ル
ル
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
の
一

覧
表
を
掲
載
し
ま
す
。
関
心
を
持
っ
た

人
が
実
物
を
見
な
が
ら
事
業
者
の
説
明

を
聞
く
こ
と
で
販
路
拡
大
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
都
市
で
開
催
さ
れ
る
住
宅

や
木
材
の
展
示
会
に
出
展
す
る
と
と
も

に
、
首
都
圏
と
関
西
圏
に
そ
れ
ぞ
れ

「
ぎ
ふ
の
木
相
談
窓
口
」
を
設
置
し
、

県
産
材
利
用
の
提
案
や
県
内
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
「
ぎ
ふ
の
木
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
か
ら
は
相
談
窓
口
の
設
置

数
、
及
び
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
人
数
を

増
や
し
て
営
業
力
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

６
年
度
末
ま
で
に
４
３
９
名
を
認
定
し

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
大
工
技
能
士
の

社
会
的
地
位
の
維
持
・
向
上
、
後
継
者

の
育
成
と
と
も
に
木
造
建
築
物
の
建
設

を
促
進
し
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
図

る
も
の
で
す
。

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

０
５
８

－

２
７
２

－

８
４
８
７

県
産
材
流
通
課
　
木
造
建
築
推
進
室
　
販
路
拡
大
係
ま
で
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詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

T
E
L 

0
5
7
5
ー
２
９
ー
３
８
３
８

　
　
　
　
　「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」ま
で

【
可
茂
森
林
組
合
（
加
茂
郡
七
宗
町
）】

組
合

林 

昭
吾
さ
ん 

2
0
2
１
年
入
社
（
七
宗
町
出
身
）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
２
月
に

行
わ
れ
た
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
取
り
組
み
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

熟
練
掘
削
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
求
め
て

　
　―

 

治
山
工
事
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例 ―

発
表
者

　中
濃
農
林
事
務
所

　林

　巧
真

治
山
・
林
道
技
術
成
果

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
の
仕
事
へ

の
取
り
組
み
意
欲
も
湧
い
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

【
自
信
が
付
い
て
き
た
仕
事
】

な
か
な
か
自
信
を
持
っ
て
は
言
え
ま
せ

ん
が
、
入
社
し
た
当
時
と
比
べ
て
、
特
に
刈

払
機
の
刃
の
研
ぎ
方
と
、
下
刈
作
業
の
刈
払

機
の
操
縦
方
法
に
だ
い
ぶ
ん
自
信
が
付
い

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、ど
ん
な
現
場
で
も
、

周
囲
の
状
態
を
常
に
把
握
し
な
が
ら
安
全

作
業
に
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

【
山
づ
く
り
へ
の
思
い
】

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
現
場
で
作
業
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
特
に
木
が
折
れ

【
林
業
就
業
の
き
っ
か
け
】

子
供
の
頃
か
ら
山
遊
び
が
好
き
で
、
自

然
と
触
れ
合
い
な
が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
。

大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
生
ま
れ
育
っ
た
地

元
で
森
林
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

強
く
思
い
、
森
林
組
合
で
の
仕
事
を
選
び

ま
し
た
。

【
就
業
し
て
の
感
想
】

実
際
に
下
刈
や
立
木
伐
採
を
始
め
た
と

き
は
、
体
力
的
に
と
て
も
き
つ
い
仕
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
分
仕
事
を
無
事
に
終
え

た
後
の
達
成
感
は
す
ご
く
感
じ
る
こ
と
が

【
代
表
者
か
ら
の
エ
ー
ル
】

地
元
で
生
ま
れ
育
ち
地
域
の
森
林
を

守
っ
て
く
れ
る
大
事
な
人
材
で
す
。
　

こ
れ
か
ら
の
若
い
世
代
が
先
頭
に
立
っ

て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
林
業
を
志
す
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
地
域
振

興
は
も
と
よ
り
、
公
益
的
機
能
の
発
揮
へ

の
貢
献
な
ど
、
担
い
手
が
果
た
す
役
割
は

重
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

て
荒
れ
果
て
た
山
を
整
備
し
た
後
、
奇
麗
に

な
っ
た
山
の
姿
を
見
て
、
大
変
な
目
に
あ
い

な
が
ら
も
、
無
事
に
作
業
が
終
え
ら
れ
て
良

か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

人
達
か
ら
も
感
謝
さ
れ
る
事
が
多
く
、
と
て

も
や
り
が
い
を
感
じ
る
機
会
も
増
え
ま
し

た
。
そ
ん
な
思
い
を
い
つ
ま
で
も
感
じ
る

事
が
出
来
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

【
今
後
の
抱
負
】

先
輩
た
ち
の
背
中
を
見
な
が
ら
、
技
術

と
技
、
そ
し
て
作
業
に
必
要
な
手
順
を
習
得

し
、
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
か
ら

頼
ら
れ
る
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

そ
し
て
、
僕
が
子
供
の
こ
ろ
か
ら
触
れ

て
き
た
自
然
を
豊
か
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。

(左)  林さん  (右) 可児組合長

下刈作業中の林さん

間伐作業の指導を受ける林さん

伐採木の整理する林さん
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
3
ー
4
0
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　中
濃
農
林
事
務
所
ま
で

治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
７
年
２
月
に

行
わ
れ
た
発
表
会
で
発
表
さ
れ
た
取
り
組
み
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

熟
練
掘
削
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
求
め
て

　
　―

 

治
山
工
事
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例 ―

発
表
者

　中
濃
農
林
事
務
所

　林

　巧
真

治
山
・
林
道
技
術
成
果

を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

次
に
、
②
の
デ
ー
タ
処
理
と
③
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
基
準
点
設
置
で
は
、
測
量
機

器
は
自
動
追
尾
型
ト
ー
タ
ル
ス
テ
イ
シ
ョ
ン

を
使
用
し
、
作
業
場
所
か
ら
目
視
で
、
障
害

物
が
な
い
場
所
を
選
ん
で
、
複
数
個
所
に
設

置
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
⑤
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
掘
削
重
機
を
搬
入

し
、
そ
の
精
度
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
精
度

確
認
で
は
、
バ
ケ
ッ
ト
の
位
置
か
ら
行
い
、

規
格
値
を
＋
－
50
㎜
と
設
定
し
ま
し
た
。
掘

削
で
は
、
そ
の
精
度
確
認
を
行
っ
た
結
果
＋

２
㎜
と
ほ
ぼ
誤
差
な
く
高
精
度
の
結
果
を
得

ま
し
た
。

　

今
回
の
活
用
結
果
、
掘
削
作
業
で
は
、
そ

の
形
状
が
複
雑
な
屈
曲
や
段
差
の
あ
る
形
状

で
、
さ
ら
に
、
流
路
工
の
よ
う
な
小
断
面
が

線
状
に
続
く
場
合
で
あ
っ
て
も
過
掘
り
が
ほ

ぼ
な
く
き
れ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。　

　

次
に
、
今
回
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
現

場
代
理
人
と
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
話
を
聞

き
ま
し
た
。
良
か
っ
た
点
で
は
、
現
場
代
理

人
は「
掘
削
誤
差
が
少
な
く
、
出
来
形
管
理

が
容
易
」、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は「
重
機
任
せ
で

掘
削
が
楽
、
安
心
感
が
あ
っ
た
」と
の
こ
と

で
し
た
。

　

反
対
に
、
悪
か
っ
た
点
で
は
、
現
場
代
理

人
は「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
は
今
回
が
初
め
て
で
、

三
次
元
デ
ー
タ
作
成
が
難
し
か
っ
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
重
機
の
確
保
に
苦
労
し
た
」、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
は「
基
準
点
と
の
調
整
が
大
変
、
ま
た
、

掘
削
中
岩
が
出
る
と
手
動
掘
削
と
な
る
」と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
と
め

　

今
回
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
施
工
環
境
が
厳

し
い
治
山
工
事
現
場
に
活
用
し
た
事
例
紹
介

で
し
た
。
こ
れ
ま
で
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

求
め
ら
れ
て
き
た
経
験
や
勘
、
熟
練
技
術
を

要
す
る
複
雑
な
掘
削
に
お
い
て
、
重
機
任
せ

で
掘
削
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
人
材
確

保
の
課
題
解
決
に
光
が
見
え
て
き
た
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
着
手
時
の
苦
労
や
岩
掘
削
の

部
分
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
使
用
が
一

般
化
し
て
い
く
こ
と
で
改
善
さ
れ
る
と
願
っ

て
い
ま
す
。
当
事
務
所
と
し
て
も
今
後
は
、

地
形
や
工
種
に
応
じ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
有
益

性
を
過
掘
り
の
削
減
率
や
経
費
比
較
等
に
よ

り
定
量
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
活
用
の
有

効
性
を
広
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
局
・
基
準
点
の
設
置
、
④
簡
易
丁
張
設
置

（
任
意
）、
⑤
Ｉ
Ｃ
Ｔ
掘
削
重
機
の
搬
入
・
精

度
確
認
、
⑥
出
来
形
確
認
の
順
で
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

実
行
及
び
結
果

　

①
の
起
工
測
量
で
は
Ｕ
Ａ
Ⅴ
写
真
測
量
を

実
施
し
、
規
格
値
は
、
Ｘ
、
Ｙ
、
Ｚ
そ
れ
ぞ

れ
１
０
０
㎜
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
、

そ
れ
ぞ
れ
９
㎜
、
１
㎜
、
７
㎜
と
良
い
精
度

は
じ
め
に

　

岐
阜
県
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
設
機
器
を
利
用

し
た
モ
デ
ル
工
事
の
実
施
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
一
方
、
治
山
工
事
現
場
で
は
、
通
信
環

境
の
問
題
や
立
地
環
境
の
厳
し
さ
か
ら
、
活

用
実
績
が
少
な
く
、
そ
の
有
効
性
も
低
く
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
、
中
濃

農
林
事
務
所
で
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
治

山
工
事
現
場
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

活
用
概
要

　

今
回
の
工
事
で
は
、
谷
止
工
と
流
路
工
を

施
工
し
ま
し
た
。
こ
の
施
工
の
中
で
、
起
工

測
量
・
設
計
図
転
写
・
掘
削
機
械
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
特
に
、

掘
削
機
械
は
、
マ
シ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
重
機

を
利
用
し
、
半
自
動
で
掘
削
が
で
き
る
こ
と

を
期
待
し
ま
し
た
。

　

施
工
工
程
で
は
、
①
三
次
元
起
工
測
量
、

②
三
次
元
設
計
デ
ー
タ
作
成
・
照
査
、
③
基

ＩＣＴ重機による掘削：流路工

事業計画３Ｄデータ
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の
魅
力

　

つ
い
つ
い
拾
っ
て
し
ま
う
そ
の
訳
は
？

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
ま
し
た
。
検
索

欄
に
そ
の
ま
ま
、『
人
は
な
ぜ
ど
ん
ぐ
り
を

拾
う
の
か
』と
入
力
し
て
み
ま
し
た
。
す
る

と
、
一
字
一
句
異
な
る
こ
と
の
な
い
タ
イ

ト
ル
が
い
く
つ
か
上
が
っ
て
き
た
の
で
す
。

答
え
に
た
ど
り
着
け
そ
う
な
喜
び
よ
り
も
、

私
と
全
く
同
じ
疑
問
を
も
つ
人
が
い
る
こ

と
を
知
っ
た
驚
き
の
方
が
大
き
く
て
、
満

足
感
に
包
ま
れ
て
一
旦
ス
マ
ホ
を
閉
じ
て

し
ま
っ
た
く
ら
い
で
す
。

さ
て
、
検
索
結
果
は
と
い
い
ま
す
と
、

「
縄
文
時
代
は
食
料
と
し
て
食
べ
て
い
た
の

で
、
人
間
の
深
層
意
識
の
中
に
そ
の
影
響
が

色
濃
く
残
っ
て
い
る
。」、「
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
に
対
し
て
の
本
能
的
行
動
で
あ
る
。」

と
い
っ
た
想
定
内
の
内
容
に
加
え
、
な
ん

と
、
ど
ん
ぐ
り
の
方
か
ら
拾
っ
て
く
れ
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
説
を
見
つ
け
ま
し
た
。

ど
ん
ぐ
り
は
自
分
で
動
い
て
繁
殖
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
自
分
か
ら
地
中

に
潜
っ
て
根
を
出
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ま
で
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い

ど
ん
ぐ
り
。
で
も
、
ど
ん
ぐ
り
と
い
う
名

前
の
木
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
ブ
ナ
科
の
木
に
生
る
実
の
こ
と

を
大
き
く
ま
と
め
て
ど
ん
ぐ
り
と
呼
ん
で

い
る
だ
け
な
の
で
、
じ
つ
は
ど
ん
ぐ
り
と
い

う
名
の
実
も
、
木
も
な
い
の
で
す
。
小
さ
く

て
愛
ら
し
く
て
、
み
ん
な
の
人
気
も
の
。
見

つ
け
る
と
つ
い
つ
い
拾
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
人
は
な
ぜ
ど
ん
ぐ
り
を
拾
う

の
で
し
ょ
う
か
。
ふ
と
そ
う
思
い
、
イ
ン

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う
考
え

た
方
が
楽
し
い
気
が
す
る
！

私
が
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
に
行
く
と
、
森

の
中
で
い
く
つ
も
の
ど
ん
ぐ
り
が
浮
か
び

上
が
る
よ
う
に
ぴ
か
ぴ
か
に
光
っ
て
見
え

ま
す
。
貯
食
行
動
は
し
な
い
の
に
、
で
す
。

ど
ん
ぐ
り
た
ち
が
私
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
く

る
そ
の
理
由
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
木
育

指
導
員
と
し
て
、
ど
ん
ぐ
り
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
と
知
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
し
ら
…
。

ど
ん
ぐ
り
か
ら
の
熱
烈
な
ア
ピ
ー
ル
に

お
応
え
し
て
、
今
秋
も
せ
っ
せ
と
森
に
出

か
け
ま
す
。　

ぎ
ふ
木
育
指
導
員
　
小
澤
歩
美

木
か
ら
落
ち
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
と
、
動

物
た
ち
が
来
て
そ
の
場
で
食
べ
た
り
、
貯

え
る
た
め
に
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
し
た
り
し
ま

す
。
持
ち
帰
っ
て
い
つ
か
食
べ
よ
う
と
土
の

中
に
そ
っ
と
し
ま
い
込
ん
だ
も
の
の
、
う
っ

か
り
食
べ
忘
れ
た
り
も
し
ま
す
。
や
が
て

食
べ
忘
れ
の
ど
ん
ぐ
り
か
ら
根
が
出
て
芽

が
出
ま
す
。

こ
う
し
た
動
物
の
貯
食
行
動
に
よ
っ
て

広
く
繁
殖
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
自
ら
ま

ん
丸
で
ツ
ヤ
ツ
ヤ
に
光
っ
て
、
動
物
た
ち

が
拾
い
た
く
な
る
よ
う
に
進
化
し
て
き
た
、

と
い
う
の
で
す
。
動
物
た
ち
に
拾
っ
て
！

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、
あ
の
可
愛
ら

し
い
フ
ォ
ル
ム
に
な
っ
た
の
だ
と
。
私
た

ち
人
間
は
動
物
と
し
て
の
本
能
を
刺
激
さ

れ
て
拾
い
た
く
な
る
ら
し
い
の
で
す
。
な

る
ほ
ど
、
そ
う
か
も
し
れ
な
い
！
そ
う
じ
ゃ
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「
こ
の
ク
リ
の
木
も
枯
れ
て
い
ま
す

ね
」
、
ク
リ
は
ナ
ラ
タ
ケ
菌
や
土
壌
菌
に

よ
っ
て
も
枯
れ
ま
す
が
、
最
も
多
い
の

が
ク
リ
タ
マ
バ
チ
に
よ
る
枯
損
で
す
。

　

ク
リ
タ
マ
バ
チ
（D

r
yo
cos

m
u
s
 

k
u
riphilus

）
は
、
１
９
４
１
年
に

岡
山
県
で
初
め
て
確
認
さ
れ
た
体
長
３

㎜
ほ
ど
の
小
さ
な
中
国
原
産
の
ハ
チ
で

す
。
7
月
頃
、
成
虫
が
ク
リ
の
葉
の
つ
け

根
に
あ
る
越
冬
芽
に
産
卵
し
、
翌
年
の

4
月
頃
か
ら
芽
を
奇
形
肥
大
さ
せ
て
虫

瘻
（
虫
こ
ぶ
）
を
形
成
し
ま
す
。

　

寄
生
が
成
功
し
た
虫
瘻
は
赤
味
を
帯

び
、
養
分
が
虫
瘻
の
形
成
に
使
わ
れ
る

た
め
、
ク
リ
の
葉
は
小
さ
く
な
り
、
葉
数

も
減
少
し
て
枝
は
徐
々
に
枯
れ
、
翌
年

の
新
梢
が
伸
び
ず
年
々
衰
弱
し
続
け
て

数
年
後
に
枯
損
し
ま
す
。

　

ク
リ
タ
マ
バ
チ
は
1
年
の
大
半
を
虫

瘻
で
過
ご
し
、
成
虫
と
し
て
飛
翔
す
る

の
は
3
日
程
度
な
た
め
殺
虫
剤
に
よ
る

防
除
が
困
難
で
す
。
ま
た
産
雌
単
為
生

殖
と
い
っ
て
、
総
て
雌
の
み
の
集
団
で
雄

が
い
な
く
て
も
産
卵
し
て
世
代
交
代
で

き
る
の
で
す
。

　

日
本
に
は
タ
マ
バ
チ
類
の
天
敵
寄
生

蜂
と
し
て
ク
リ
マ
モ
リ
オ
ナ
ガ
コ
バ
チ

（Tor
y
m
u
s
 
beneficu

s

）
が

い
る
の
で
す
が
、
長
い
歴
史
の
中
で
日

本
の
ブ
ナ
科
植
物
に
虫
瘤
を
作
る
タ
マ

バ
チ
類
を
寄
生
相
手
に
す
る
も
の
の
、

ク
リ
タ
マ
バ
チ
は
寄
生
相
手
に
し
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
現
在
で
は
、
中
国
か
ら
チ
ュ

ウ
ゴ
ク
オ
ナ
ガ
コ
バ
チ
（Tor

y
m
u
s
 

sinensis

）
を
天
敵
導
入
し
て
い
ま

す
。

　

岐
阜
を
代
表
す
る
栽
培
ク
リ
の
「
利

平
」
も
ク
リ
タ
マ
バ
チ
被
害
を
受
け
ま

す
が
、
虫
瘻
の
付
い
た
罹
病
枝
を
強
剪

定
し
、
更
に
施
肥
す
る
こ
と
で
新
し
い

芽
を
誘
導
し
て
栗
園
を
守
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

山
か
ら
の
帰
り
道
、
２
０
０
５
（
平
成

17
）
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
早
川
謙
之
輔

さ
ん
が
手
掛
け
た
中
津
川
市
の
総
栗
造

り
の
和
菓
子
屋
さ
ん
に
立
ち
寄
り
ま
し

た
。
早
川
さ
ん
は
中
津
川
市
で
「
杣
工

房
」
を
営
ん
だ
木
工
作
家
で
、
か
つ
木
工

に
関
す
る
著
書
も
数
多
い
作
家
で
も
あ

り
、
生
前
に
何
度
か
山
に
ご
一
緒
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
ね
た
和
菓
子
店
は
駐
車
場
の
塀
や

看
板
、
建
具
類
、
構
造
材
の
す
べ
て
が

ク
リ
で
で
き
た
総
栗
造
り
で

す
。

　

ク
リ
の
木
材
は
エ
ラ
グ
タ

ン
ニ
ン
を
8.6
％
も
含
む
た
め
、

湿
っ
た
状
態
で
も
腐
り
難
く
、

家
屋
の
土
台
や
鉄
道
枕
木
、

屋
根
板
、
船
材
、
水
車
小
屋
の

水
が
か
か
る
場
所
な
ど
に
重

宝
さ
れ
ま
し
た
。

　

耐
腐
朽
性
成
分
で
あ
る
エ

クリタマバチの虫えいがついた枝

ラ
グ
タ
ン
ニ
ン
は
樹
皮
や
葉
、
果
皮
に
も

含
ま
れ
、
丹
波
布
や
漁
網
を
茶
色
に
染

色
す
る
の
に
も
用
い
ま
し
た
。
建
築
物

の
土
台
や
柱
と
さ
れ
た
歴
史
は
古
く
、

青
森
県
の
三
内
丸
山
遺
跡
か
ら
は
直
径

１
ｍ
も
あ
る
ク
リ
の
柱
で
つ
く
ら
れ
た

櫓
跡
（
大
型
掘
立
柱
建
物
跡
）
が
発
掘

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
家
屋
の
構
造
材
な
ど
、
大
き

な
部
材
の
乾
燥
は
難
し
く
加
工
も
難
し

い
た
め
、
ク
リ
材
の
需
要
も
減
少
し
て

い
る
の
が
現
実
な
の
で
す
。
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荒廃した里山林の整備活動を支援します！補助メニュー等一覧
－国補助制度のご紹介－

■制度の概要
　国の補助制度(里山林活性化による多面的機能発揮対策交付金)は、地域住民などが行う荒廃した森林の整備
活動に助成し、里山林の再生を支援しています。令和７年度は11市町の22団体の活動が助成対象となっており、
約150haの森林において間伐などを実施する予定です。

■補助メニュー等
　補助メニューは、森林整備のための間伐等の実施を必須とする「主事業」と、必要に応じて実施できる「選択
事業」があります。(詳細は左頁のとおり)
　補助金は活動参加者の日当、消耗品(ヘルメット、燃料費等)、傷害保険料などの経費が対象となります。

■主な補助要件
　①対象となる活動森林は、森林経営計画が策定されていな

い0.1ha以上の森林です。
　②活動団体は、地域住民等３名以上で構成される団体で、
自治会やNPO法人、会社も対象となります。

　③活動期間は３年間で、一度採択を受けるとこの間は続け
て活動していただきます。

■事務・活動フロー

※令和８年度以降に採択を希望される団体等は11月末までに事務局の岐阜県山林協会（058-273-7666）までご連絡願います。

岐阜市
各務原市
山県市
本巣市
大垣市
富加町

2
1
2
1
1
1

白川町
恵那市
中津川市
下呂市
高山市
計

1
4
3
2
4
22

市町名 団体数 市町名 団体数

活
動
組
織
の
設
立

（
規
約
制
定
等
）

活
動
計
画
書
の
作
成

（
３
ケ
年
計
画
）

活
動
森
林
の
決
定

採 

択 

申 

請

活
動
実
績
書
の
提
出

採 

択 

決 

定

活
動
前
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

活
動
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

森
林
整
備
活
動

(

活
動
を
証
明
す
る
写
真
、日

当
支
払
い
、資
機
材
購
入
等

に
係
る
領
収
書
を
整
備)

（前年度） （実施年度）
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荒廃した里山林の整備活動を支援します！補助メニュー等一覧
－国補助制度のご紹介－

■制度の概要
　国の補助制度(里山林活性化による多面的機能発揮対策交付金)は、地域住民などが行う荒廃した森林の整備
活動に助成し、里山林の再生を支援しています。令和７年度は11市町の22団体の活動が助成対象となっており、
約150haの森林において間伐などを実施する予定です。

■補助メニュー等
　補助メニューは、森林整備のための間伐等の実施を必須とする「主事業」と、必要に応じて実施できる「選択
事業」があります。(詳細は左頁のとおり)
　補助金は活動参加者の日当、消耗品(ヘルメット、燃料費等)、傷害保険料などの経費が対象となります。

■主な補助要件
　①対象となる活動森林は、森林経営計画が策定されていな
い0.1ha以上の森林です。

　②活動団体は、地域住民等３名以上で構成される団体で、
自治会やNPO法人、会社も対象となります。

　③活動期間は３年間で、一度採択を受けるとこの間は続け
て活動していただきます。

■事務・活動フロー

※令和８年度以降に採択を希望される団体等は11月末までに事務局の岐阜県山林協会（058-273-7666）までご連絡願います。

岐阜市
各務原市
山県市
本巣市
大垣市
富加町

2
1
2
1
1
1

白川町
恵那市
中津川市
下呂市
高山市
計

1
4
3
2
4
22

市町名 団体数 市町名 団体数

活
動
組
織
の
設
立

（
規
約
制
定
等
）

活
動
計
画
書
の
作
成

（
３
ケ
年
計
画
）

活
動
森
林
の
決
定

採 

択 

申 

請

活
動
実
績
書
の
提
出

採 

択 

決 

定

活
動
前
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

活
動
後
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

森
林
整
備
活
動

(

活
動
を
証
明
す
る
写
真
、日

当
支
払
い
、資
機
材
購
入
等

に
係
る
領
収
書
を
整
備)

（前年度） （実施年度）

区分 種　　類 活動内容 補助単価

主
事
業 

（
３
つ
の
型
か
ら
い
ず
れ
か
必
ず
実
施
）

地域活動型（森林資源活用） 集落周辺の里山林を維持するための整備
活動及び資源利用等
 
[ 活動例 ]
　間伐、除伐、林内整理、搬出利用、
　薪・炭づくりなど

1ha 当たり
1 年目 :120,000 円
2 年目 :116,000 円
3 年目 :112,000 円

地域活動型（竹林資源利用） 集落周辺の竹林を維持するための整備活
動及び資源利用等
 
[ 活動例 ]
　竹・雑草木の伐採、林内集積、
　破砕処理、搬出利用など

1ha 当たり
1 年目 :332,000 円
2 年目 :304,000 円
3 年目 :276,000 円

複業実践型 林業専業、または他の事業との複業によ
り生計を立てることを目指し、本格的に
実施する森林資源利用等

[ 活動例 ]
　間伐、除伐、林内整理、搬出利用、
　薪・炭づくりなど
※但し、活動団体は法人格を有し、年間 
　70 日以上林業に従事すること。

1ha 当たり
1 年目 :191,000 円
2 年目 :176,000 円
3 年目 :162,000 円 

選
択
事
業

活動推進費 活動計画策定のための現地の林況調査、
伐採技術研修会の開催経費等

1 年当たり
38,000 円

関係人口創出・維持 地域外関係者に対する植栽、間伐などの
体験会の開催（年２回開催、各回参加者
５人以上）

1 年当たり
50,000 円

機能強化 歩道や作業道の作設、鳥獣害防止柵の設
置・補修等

1 ｍ当たり
800 円

資機材の購入・設置 活動に必要な資材及び機材の購入・設置
[ 資機材の例 ]
　刈払い機、チェンソー、チッパー機

購入費用の２分の１又は
３分の１
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☆ぎふ木遊館公式Instagramのご紹介☆
　ぎふ木遊館で行われる木育プログラムやイベント情報、館内の様子や木のおもちゃの話等を公式
Instagramにて発信しています！
　まだ来館したことない方も当館の様子がわかりますので、ぜひチェックして、フォローをお願いします。

8月2日（土）にぎふ木遊館２０２５サマーフェスタを開催し、特別企画として当館名誉館長の竹下景子さんとみんなの
森 ぎふメディアコスモス元総合プロデューサーの吉成信夫さんにお越しいただき、お二人のお勧めの絵本を使ったク
ロストークと竹下名誉館長による朗読、当館フロアスタッフを交えた群読（複数人による朗読）を行いました。
「モモ（絵本版）」の朗読の後に吉成さんはご自身の岩手でのエピソードを交えながらこのようなお話をされました。
「昔からよく言われることわざで、“遅いほど早い”や“ゆっくり急げ”という言葉がある。良い結果により早く至るため

にはゆっくり行くことが良い一方で、歩みが遅すぎても求める結果にたどり着けない。相反しているようで両方の結果
が一緒になっている言葉。僕はこの言葉がとても好き。普段の生活でも少しだけ時間を忘れて、文字の少ない絵本を
じっくりと味わってほしい。」と語られました。

ぎふ木遊館ではぎふ木育の総合拠点として、お子さんだけではなく大人もほっと一息つける木育プログラムもご用意
していますので、お仕事や家事の合間にぜひぎふ木遊館をご利用ください。

7月27日（日）に郡上市の清流長良川あゆパークへ出展しました。
イベント当日、参加者の方にはワークショップ「木のお魚をつくろう」と木のお

もちゃ体験「木のおもちゃで遊ぼう」を行いました。
ワークショップ「木のお魚をつくろう」では、いとのこでカットされた長良杉

に、ボンドをつけたり色を塗ったりしてお魚をつくりました。鮎の形を忠実に再現
するお子さんもいれば、自分だけのオリジナルのお魚を作るお子さんもいて、世
界で１つだけのお魚に参加者の皆さんは明るい笑顔で帰られていました。
「木のおもちゃで遊ぼう」では清流長良川をモチーフにした木の釣り堀で小さ

なお子さんが一生懸命に釣り（つかみ取り！？）を楽しんでいました。
木の釣り堀はぎふ木遊館にも常設していますので、ぜひ遊びに来てくださ

いね。

＜サマーフェスタ　特別企画＞
～竹下景子さんと絵本をダシに語りあう～　－時間と永遠に思いをはせてみる－

＜GIAHS鮎の日イベントへブース出展しました！＞

絵本「ぼくのすみっこ」について語る吉成信夫さん 笑顔で語らう竹下景子さん
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morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　館　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー・森林総合教育センター（ｍｏｒｉｎｏｓ）は、「すべての人」と森をつなぐために、様々
なプログラムを実施しています。今回は「山村暮らし」に着目したプログラムについて紹介します！

＜山村で自分らしい暮らしと仕事をつくる＞
都会の暮らしもいいけど、自然に囲まれた山村に行ってみたいな、と思ったことのある方、いませんか？今回は東京

で生まれ育ち、岐阜県立森林文化アカデミーでの学びを経て、長野県松本市奈川へ移住した関谷野枝さんをお招き
し、リアルな山村生活を語っていただきました。

関谷さんはアカデミーに在学中の頃から、ニワトリを飼育しながら野菜づくりを
するなど、「自然との共生」を実践しながら模索してきました。卒業後は、長良川で
知り合った自然ガイドを営むパートナーとともに、長野県松本市の山間部にある奈
川へ移り住みました。人口600人未満の集落で３人のお子さんを育てながら、奈川
を主なフィールドに自然体験活動を提案する野外ガイドを行う会社「だいじ屋」を
運営しています。

「だいじ屋」のツアーで伝えたいことは、「楽しいのその先」にあるも
の。安全管理や災害時に役立つ知識、そして自分たちがこの地で何を感
じ、どう生きているのかを体感してもらいたいと語られました。「奈川と
いう場所で幸せに暮らす自分と出会ってもらうことが、魅力を伝える大き
な方法のひとつ」と考えており、遊びに来た方に奈川の春夏秋冬の楽しみ
方をレクチャーしています。

関谷さんは、奈川で暮らすことで心身ともに健康でいられるこ
とに気づいたとのこと。自然の中では、旬の出会いが貴重な体験
となり、その瞬間を逃さず活動することが楽しいと感じていると
語っていました。

関谷さんご夫妻は地域に根ざした持続可能な暮らしと生業を
実践しながら、自然体験を通じて人々と地域をつなぐ活動に邁
進中。リアルな山村の生活についてのお話が、参加者のみなさん
の思う「自分らしい暮らし」のヒントを見つけるきっかけになれ
ばうれしいです。

morinos HPでは、こうした日常風景からプログラムまで、様々な活動報告を行っています。興味を持ってくださった方は、morinos
のHP、ＹｏｕTｕｂｅ動画をご覧ください。
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6

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり”
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な取組みを行っています。
こうした取組みの内容について連載で紹介します。

【環境生活政策課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（2932）　岐阜県環境生活政策課環境教育係まで

次代の環境活動を担う人材育成支援事業

シリーズ

山県市

　次代の環境活動を担う人材育成支援事業は、清流の国ぎふ森林・環境税の趣旨に則り、住民向け
の環境教育講座や住民参加型の自然環境保全活動など、地域の環境活動を担う人材育成事業を
行う市町村を支援しています。
　令和７年度に採択された４事業の中から、今回は２事業をご紹介します。

◆事業目的
　幼児期から豊かな自然の自由な空間の中で生木・草花や昆
虫等に触れる場を作り、「なぜ？どうして？」と関心を持ち、現
在山県市が取り組む「地球温暖化対策」と「自然環境の保全」

「地域レジリエンスの強化」を掛け合わせて、今できることを
考える機会を提供することを目的とする。

◆事業内容
●「小川で遊ぼう！」自然体験型川づくり教室
　　市内５保育園（年長児）
●イベント「サステナブル山県」の開催

カーボン・マイナス・シティ実現に向けた
地域裨益型環境人材育成継続支援事業

「小川で遊ぼう！」自然体験型川づくり教室（R7.7.22）

清流ミナモ

多治見市

◆事業目的
　市民活動団体の組織強化やレベルアップを図ること、ふる
さとの美しい森づくり・川づくりを担う人財を継続的に育成す
ることを目指して市民向けの環境学習講座を通年開催する。｠

◆事業内容
●市民向け環境学習講座「たじみエコカレッジ」
　・ジュニアコース（全６回）：市内在住在学の小学４年生～６年生
　・ユースコース（全４回）：市内在住在学の中高生
　・ステップアップコース（全４回）：市内在住在勤の者

たじみエコカレッジ運営事業

ジュニアコース　
第1回「ガサガサ体験～根本川の環境～《体験》」（R7.5.25）
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セブン工業（株）美濃加茂第４工場新倉庫

■施設の概要

事業主体 セブン工業株式会社

事業年度 令和６年度

構造
延床面積

平屋建　ＡＴＡハイブリッドトラス構法
　　　　ＣＬＴ構法
延床面積：849㎡

施設用途 倉庫

助 成 額

木材使用量
使用樹種

211.2㎥　
ぎふ証明材使用量100％

設計工房古山

50,000千円（ぎふ県産材利用促進施設等整備事業）

全体事業費 135,000千円

設 計 者

金子工業株式会社

令和６年１０月～令和７年３月

施工業者

工　　期

セブン工業株式会社 
ＴＥＬ ０５７４－２８－７８５１

木の香る
ぎふの施設

美濃加茂市牧野字小瀬地内 木 造 化150

　セブン工業(株)では、第3工場・第4工場で製造した製品
の保管・出荷を第3工場と物流センターの2か所で行って
いますが、既設の倉庫のみでは全ての製品を保管すること
が出来ない状況となっていました。
　新倉庫の建設を行うことで、新規案件の受注増・保管場
所問題解消・物流2024年問題への対応が可能となり、木
構造事業部門全体の業務が円滑に進めることができるよ
うになりました。

　岐阜県産材を１００％使用し、ATAハイブリッドトラス構
法とCLT構法の採用により２０ｍスパンの無柱空間を実
現。壁には、CLTを利用し意匠性と耐震性を両立しました。

　木造ならではの温もりが感じられる快適な空間で、季節
を問わず心地よく作業ができています。無柱構造により、
製品の保管や搬出入がスムーズになり、作業効率も向上
しました。社員からは「働きやすくなった」「木の香りに癒
される」といった声も多く、現場の雰囲気が明るくなった
と感じています。

問い合わせ先

    利用者の様子

    ここに注目！！

    施設の経緯
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
小
原

　勝
彦

構
造
架
構
の
解
析
的
構
造
検
証

　
　
　
　
　
　〜 

授
業
「
構
造
解
析
」
を
通
じ
て 

〜

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

153

森林と人を
生かす知恵

◆
は
じ
め
に

構
造
を
考
え
る
際
に
、
設
計
し
て
い
る

建
物
か
ら
適
切
な
構
造
モ
デ
ル
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
、
対

象
と
し
て
い
る
「
設
計
建
物
（
①
）
」
を

構
造
力
学
的
に
捉
え
る
た
め
の
「
構
造
モ

デ
ル
（
②
）
」
、
さ
ら
に
、
解
析
的
に
捉

え
る
た
め
の
「
解
析
モ
デ
ル
（
③
）
」
の

３
つ
の
状
態
を
頭
の
中
で
行
き
来
し
な
が

ら
、
構
造
検
証
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

ま
ず
、
構
造
モ
デ
ル
と
解
析
モ
デ
ル
に

つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

◆
構
造
モ
デ
ル
（
②
）

一
般
的
に
、
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
は
部

材
の
軸
線
に
線
材
と
し
て
モ
デ
ル
化
し
ま

す
。
こ
の
線
材
モ
デ
ル
で
構
造
力
学
の
手

法
を
用
い
て
各
部
材
応
力
や
変
形
を
計

算
し
ま
す
。
た
だ
、
構
造
力
学
で
は
単
な

る
線
材
を
扱
っ
て
い
る
た
め
、
モ
デ
ル
化

前
の
設
計
建
物
（
①
）
の
部
材
は
断
面
が

あ
り
、
立
体
で
あ
り
、
材
料
の
物
性
（
例

え
ば
、
縦
弾
性
係
数
や
ポ
ア
ソ
ン
比
な

ど
）
も
有
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

を
通
じ
て
学
生
は
半
剛
節
の
モ
デ
ル
化
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
自
治
体
や
イ
ベ
ン
ト
関
連

企
業
等
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
出
展
用

テ
ン
ト
を
木
造
で
創
り
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
令
和
７
年
度

「
構
造
解
析
」
に
て
、
岐
阜
県
産
材
を
利

用
し
た
『
マ
ル
シ
ェ
架
構
』
を
提
案
す
る

課
題
と
し
ま
し
た
。
学
生
提
案
の
一
つ
を

図
１
に
示
し
ま
す
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
園

祭
・
翔
楓
祭
（
11
月
開
催
）
で
全
作
品
を

展
示
し
、
投
票
会
を
行
い
ま
す
。
御
興
味

あ
る
方
は
是
非
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
本
件
の
要
望
が
あ
っ
た
韓
国
木

造
建
築
技
術
協
会
に
対
し
て
、
各
学
生
が

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
審

査
上
位
作
品
を
韓
国
木
造
建
築
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
（
令
和
８
年
３
月
）
に
て
展
示

予
定
で
す
。

ど
ん
な
設
計
建
物
（
①
）
を
ど
の
よ
う
に

構
造
モ
デ
ル
（
②
）
化
し
て
い
る
の
か
を

意
識
す
る
こ
と
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
解
析
モ
デ
ル
（
③
）

構
造
モ
デ
ル
（
②
）
を
も
と
に
、
解
析

モ
デ
ル
（
③
）
に
変
換
し
て
、
解
析
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
軸
力
の
み
応
力
を
生
じ
る
ト

ラ
ス
材
と
す
る
方
法
、
換
言
す
る
と
、
部

材
の
両
端
を
ピ
ン
と
す
る
方
法
を
考
え
て

み
ま
す
。
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
と
し
て
は

部
材
の
断
面
２
次
モ
ー
メ
ン
ト
（
Ⅰ
）
を

ゼ
ロ
と
す
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
こ
の
Ⅰ

が
計
算
上
、
分
母
に
入
る
た
め
、
解
析
モ

デ
ル
（
③
）
で
は
Ⅰ≒

０
と
し
て
入
力
し

ま
す
。

ま
た
、
面
材
壁
を
入
力
す
る
方
法
と
し

て
、
面
材
の
せ
ん
断
剛
性
を
ブ
レ
ー
ス
要

素
に
置
換
し
て
入
力
し
ま
す
。
せ
ん
断
ブ

レ
ー
ス
置
換
と
い
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
解
析
モ
デ
ル
（
③
）

は
、
構
造
モ
デ
ル
（
②
）
と
も
全
く
異
な

る
発
想
に
よ
る
モ
デ
ル
化
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
ど
ん
な
設
計
建
物
（
①
）
を
ど
の
よ

う
に
解
析
モ
デ
ル
（
③
）
化
し
て
い
る
の

か
を
意
識
す
る
こ
と
は
必
要
に
な
り
ま

す
。

◆
接
合
部
の
モ
デ
ル
化
「
半
剛
節
」

解
析
モ
デ
ル
（
③
）
で
木
造
接
合
部
の

モ
デ
ル
化
は
非
常
に
難
し
い
こ
と
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
木
造
接
合
部
は
、
剛
節

（
回
転
剛
性
：
∞
）
で
も
、
滑
節
（
0
）

で
も
な
く
、
そ
の
中
間
的
な
「
半
剛
節
」

と
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
接
合
仕
様
に
よ
り
ま
す
が
、

継
手
で
木
・
木
接
合
の
場
合
に
は
、
無
継

手
部
材
と
比
較
し
て
曲
げ
強
度
は
鎌
継

で
5
％
程
度
、
追
掛
大
栓
継
で
20
％
程

度
、
引
寄
金
物
等
で
30
％
程
度
に
な
り

ま
す
。
「
半
剛
節
」
を
考
慮
し
な
い
と
、

非
常
に
危
険
側
の
構
造
性
能
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
部
材
の
引
張
力
を
想
定
し
た
際

に
、
引
寄
金
物
で
あ
っ
て
も
数
㎜
程
度
の

変
形
を
生
じ
ま
す
。
材
軸
方
向
の
接
合

部
の
引
張
剛
性
は
「
半
剛
節
」
に
よ
り
適

切
に
モ
デ
ル
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆
課
題
：
マ
ル
シ
ェ
架
構
の
提
案

ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
授
業
「
構
造
解
析
」

図１　マルシェ架構の提案（学生作品）
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研究
コーナー

　
　
　
　森
林
研
究
所

　宇
敷 

京
介

雑
草
木
を
知
り
植
栽
木
を
知
れ
ば

下
刈
り
危
う
か
ら
ず

●
下
刈
り
は
辛
い

下
刈
り
は
、
真
夏
の
炎
天
下
で
行
わ
れ

る
過
酷
な
作
業
で
す
。
筆
者
も
試
験
地
で

下
刈
り
を
行
い
ま
す
が
、
午
前
中
の
う
ち

に
意
識
が
朦
朧
と
し
、
そ
の
後
の
作
業
は

困
難
で
し
た
。
こ
れ
が
事
業
で
あ
れ
ば
、

な
お
の
こ
と
大
変
で
す
。
加
え
て
、
林
業

従
事
者
は
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、
下
刈

り
の
期
間
や
回
数
の
削
減
は
急
務
と
い
え

ま
す
。

半
面
、
下
刈
り
は
植
栽
木
の
成
長
に
必

要
な
作
業
で
あ
る
た
め
、
む
や
み
な
削
減

は
植
栽
木
の
成
長
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
過
不
足
の
な
い
下

刈
り
が
必
要
で
す
。
個
々
の
造
林
地
の
状

況
に
応
じ
た
下
刈
り
を
行
う
こ
と
で
、
過

不
足
な
く
、
合
理
的
に
下
刈
り
期
間
を
設

定
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

●
造
林
地
の
植
生
と
そ
の
高
さ

様
々
な
下
刈
り
履
歴
の
1
2
0
地
点
の

造
林
地
で
雑
草
木
を
調
査
し
ま
し
た
。
一

本
型
は
草
本
型
に
移
行
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
サ
サ
が
優
占
す
る
造
林

地
（
サ
サ
型
）
は
累
計
回
数
に
依
ら
ず
一

定
の
割
合
で
出
現
し
ま
し
た
。
シ
ダ
（
主

に
ワ
ラ
ビ
）
が
優
占
す
る
造
林
地
（
シ
ダ

型
）
は
稀
な
よ
う
で
す
。

●
知
略
に
よ
っ
て
ヒ
ノ
キ
造
林
地
の
下
刈

り
を
考
え
る

以
上
の
結
果
か
ら
、
岐
阜
県
内
の
ヒ
ノ

キ
の
植
栽
適
地
に
お
け
る
戦
略
的
な
下
刈

り
を
考
え
て
み
ま
す
。
雑
草
木
が
1
年
間

で
再
生
す
る
高
さ
は
2
0
0
㎝
前
後
の
た

め
、
植
栽
木
が
そ
の
高
さ
を
越
え
る
ま
で

は
、
毎
年
の
下
刈
り
が
必
要
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
岐
阜
県
産
の
ヒ
ノ
キ
コ
ン

テ
ナ
苗
の
多
く
は
初
期
成
長
を
促
進
し

て
い
る
た
め
、
初
期
の
下
刈
り
は
重
要
で

す
。
こ
の
苗
を
植
栽
し
、
毎
年
下
刈
り
を

実
施
す
る
と
、
4
年
後
に
は
2
0
0
㎝
に

到
達
す
る
（
本
誌
8
6
3
号
参
照
）
た

め
、
木
本
型
以
外
は
、
そ
の
時
点
が
下
刈

り
完
了
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
木

本
型
は
、
下
刈
り
を
省
略
す
る
と
2
0
0

㎝
を
越
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
の

後
も
下
刈
り
要
否
の
判
断
が
必
要
で
す
。

た
だ
し
、
草
本
型
へ
の
移
行
が
確
認
で
き

れ
ば
、
下
刈
り
完
了
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
下
刈
り
を
一
律
の
基
準
で

行
う
の
で
は
な
く
、
植
生
に
応
じ
て
要
不

要
を
見
極
め
る
こ
と
で
、
下
刈
り
を
過
不

足
な
く
、
か
つ
省
力
的
に
行
え
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
林
地
を
優
占
す

る
雑
草
木
（
敵
）
と
植
栽
木
（
己
）
の
成

長
特
性
を
知
れ
ば
、
合
理
的
に
下
刈
り
期

間
を
短
縮
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

口
に
雑
草
木
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は

多
く
の
種
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
を
植

物
の
性
質
に
よ
っ
て
分
け
た
生
活
型
（
木

本
、
草
本
、
サ
サ
、
シ
ダ
）
ご
と
に
み
る

と
、
造
林
地
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
高
さ
（
最

大
植
生
高
）
は
、
2
0
0
㎝
前
後
と
な
っ

て
い
ま
し
た
（
図

－

1
）
。
こ
の
高
さ

は
、
毎
年
下
刈
り
を
し
た
造
林
地
に
お
い

て
、
１
年
間
に
再
生
す
る
高
さ
と
い
え
ま

す
。
一
方
、
下
刈
り
を
省
略
し
た
造
林
地

の
木
本
の
中
に
は
4
0
0
㎝
程
度
に
な
る

個
体
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
下
刈
り
を
繰
り
返
す
と
…

次
に
、
下
刈
り
の
累
計
回
数
と
造
林
地

を
優
占
す
る
植
生
の
関
係
を
み
る
と
、
下

刈
り
の
累
計
回
数
が
増
え
る
と
、
木
本
が

優
占
す
る
造
林
地
（
木
本
型
）
の
割
合
が

減
り
、
草
本
（
主
に
ス
ス
キ
）
が
優
占
す

る
造
林
地
（
草
本
型
）
の
割
合
が
増
え
る

傾
向
が
あ
り
ま
し
た
（
図

－

2
）
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
下
刈
り
を
繰
り
返
す
と
、
木

図 -1．各生活型の最大植生高
箱は四分位範囲を、箱中の線は中央値を示
す。ひげの上端、下端はそれぞれ第三四
分位数±四分位範囲×1.5 の値を、それ以
上またはそれ以下の場合は外れ値として〇
で示している。

図 -2．下刈りの累計回数と造林地を
　　　 優占する植生の構成割合

（　）内の数値は調査地の数を示す。
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い
内
容
を
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た
い
方
は
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０
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林
研
究
所
ま
で
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郡
上
地
域
に
お
け
る
再
造
林
の
推
進

●
詳
し
い
内
容
を
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方
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郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

普及コーナー

郡
上
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員

　安
田 

浩
介

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
令
和
７
年
10
月
28
日
（
火
）
と
29
日
（
水
）

に
「
ぎ
ふ
森
の
機
械
展
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
　

　
開
催
目
的
は
、「
高
性
能
林
業
機
械
と
ス

マ
ー
ト
林
業
関
係
機
器
が
一
堂
に
会
し
、
岐
阜

県
内
の
森
林
組
合
、
林
業
経
営
体
が
性
能
、
実

用
性
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
で
、
岐
阜
県
の
地

形
等
の
特
性
に
即
し
た
機
器
の
開
発
・
改
良
を

促
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。

【
概
要
】

〇
開
催
時
間（
予
定
）

　
10
月
28
日
　
10
時
か
ら
16
時

　
10
月
29
日
　
９
時
半
か
ら
15
時

〇
場
所

　
美
濃
市
曽
代
88
　
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
敷
地
内
　
テ
ク
ニ
カ
ル
棟
前
広
場

〇
内
容

　
詳
細
は
、
機
械
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
岐

阜
県
森
林
組
合
連
合
会
）
か
ら
の
案
内
チ
ラ
シ

や
H
P
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
出
展
予
定
者

〇
駐
車
場
案
内

　
美
濃
市
運
動
公
園
の
第
２
・
第
３
駐
車
場
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

　
当
日
飲
食
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
は
御
座
い

ま
せ
ん
。

【
お
願
い
】

　
今
回
は
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
校
行

事
と
し
て
計
画
し
て
い
る
「
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
一
般
参
加
は
出
来
ま
せ
ん
）
と
同
日
で

開
催
さ
れ
る
た
め
、
敷
地
内
の
駐
車
場
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

お
仲
間
で
同
乗
し
て
頂
き
車
の
台
数
を
減
ら

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
駐

車
場
が
混
雑
し
待
っ
て
頂
く
事
も
御
座
い
ま

す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
場
内
で
の
実
演
・
展
示
を
見
て
頂
き
、
参

加
者
の
皆
様
が
林
業
機
械
の
改
良
点
等
を
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
く
こ
と
で
、
各
メ
ー

カ
ー
が
、
林
業
機
械
の
改
良
・
進
化
の
ヒ
ン
ト

を
得
て
岐
阜
県
の
地
形
特
性
に
即
し
た
機
械

を
作
っ
て
頂
く
事
を
期
待
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

「
ぎ
ふ
森
の
機
械
展
」
の
開
催
に
つ
い
て

49

住友建機販売㈱

コマツカスタマーサポート㈱

イワフジ工業㈱

日立建機㈱

日本キャタピラー（同）

コベルコ建機日本㈱

オカダアイヨン㈱

ヤンマー建機㈱

㈱クボタ建機ジャパン

㈱丸光イトウ

岐阜県森林組合連合会

住友林業㈱

㈱ジッタ

㈱マキタ

ハスクバーナーゼノア㈱

㈱スチール

　［
苗
木
等
運
搬
作
業
の
省
力
化
］

　

郡
上
森
林
組
合
と
中
江
産
業
㈱
が
ド

ロ
ー
ン
を
使
用
し
て
苗
木
や
獣
害
防
止
資

材
等
を
運
搬
し
ま
し
た
。
そ
の
工
程
を
調

査
し
、
ド
ロ
ー
ン
運
搬
に
よ
る
労
務
軽
減

の
有
効
性
を
検
証
し
ま
し
た
。

②
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
対
策

　

再
造
林
地
の
獣
害
対
策
は
、
郡
上
地
域

で
は
主
に
忌
避
剤
散
布
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
密
度

が
高
ま
っ
た
地
域
で
は
、
食
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、
忌
避
剤

を
散
布
し
て
い
る
再
造
林
地
を
全
数
調
査

し
、
被
害
状
況
を
分
析
の
う
え
、
被
害
状

況
に
応
じ
た
適
切
な
獣
害
対
策
を
検
討
し

ま
し
た
。

　

再
造
林
の
際
、
伐
採
時
に
散
乱
し
た
枝

葉
等
を
整
理
す
る
地
拵
え
と
い
う
作
業
が

必
要
で
す
が
、
伐
採
地
か
ら
枝
葉
や
端
材

等
を
運
び
出
し
て
し
ま
え
ば
、
地
拵
え
の

手
間
が
減
る
と
と
も
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

燃
料
と
し
て
有
効
活
用
で
き
ま
す
。
こ
の

た
め
、
伐
採
地
に
て
枝
葉
等
を
整
理
し
、

さ
ら
に
枝
葉
等
を
搬
出
し
た
場
合
に
助
成

す
る「
郡
上
森
林
・
林
業
循
環
基
金
」が
創

設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
穂
積
建
設
㈱
が

枝
葉
等
を
チ
ッ
プ
化
す
る
中
間
土
場
を
整

備
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
郡
上
森
林
組
合

が
コ
ン
テ
ナ
車
を
使
用
し
て
枝
葉
等
を
搬

出
す
る
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

取
組
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
急
峻
な
箇
所
に
て
木
材
を
効
率

的
に
生
産
す
る
技
術
を
習
得
し
た
い
と
郡

上
森
林
組
合
か
ら
要
望
が
あ
り
、
架
線
集

材
研
修
の
開
催
を
支
援
し
ま
し
た
。
最
新

式
の
油
圧
集
材
機
を
借
用
す
る
等
研
修
内

容
を
共
に
検
討
し
ま
し
た
。
架
線
集
材
は

伐
採
木
を
枝
葉
が
付
い
た
ま
ま
吊
り
上
げ

て
運
ぶ
た
め
林
地
へ
の
枝
葉
の
散
乱
を
抑

制
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

●
は
じ
め
に

　

郡
上
地
域
に
大
型
製
材
工
場
が
進
出

し
、
２
０
１
４
年
度
か
ら
本
格
稼
働
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
木
材
需
要
が

高
ま
り
、
郡
上
地
域
で
は
木
材
生
産
量
が

増
加
す
る
と
と
も
に
皆
伐
施
業
も
増
加
し

ま
し
た
。

　

皆
伐
跡
地
は
、
放
置
す
る
と
、
山
崩
れ

発
生
や
、
将
来
の
木
材
資
源
の
枯
渇
の
お

そ
れ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

再
度
植
林
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

再
造
林
を
推
進
す
る
た
め
に
活
動
し
た

取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
最
近
の
取
組
内
容
等

　

こ
れ
ま
で
の
林
業
普
及
活
動
等
に
よ

り
、
皆
伐
跡
地
は
、
郡
上
森
林
組
合
が
伐

採
業
者
と
調
整
し
て
再
造
林
す
る
体
制
が

整
備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
最
近
、
再
造
林
に
関
す
る
省

力
化
の
必
要
性
、
シ
カ
被
害
等
、
新
た
な

課
題
が
生
じ
た
た
め
、
そ
れ
に
対
応
す
る

次
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

①
省
力
化

［
地
拵
え
作
業
の
省
力
化
］

　

ま
た
、
郡
上
地
域
で
シ
カ
を
捕
獲
し
て

被
害
を
軽
減
し
て
い
る
中
江
産
業
㈱
に
方

法
等
を
聞
き
取
り
ま
し
た
。

③
伐
採
業
者
へ
主
伐
再
造
林
関
係
制
度
の

周
知

　

主
伐
予
定
地
を
郡
上
市
職
員
と
と
も
に

調
査
し
、
伐
採
業
者
に
対
し
、
適
正
な
伐

採
、再
造
林
を
行
う
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
郡
上
市
内
の
林
業
事
業
体
等
で

組
織
す
る
郡
上
市
素
材
生
産
技
術
協
議
会

の
勉
強
会
に
て
、
森
林
経
営
計
画
に
お
け

る
主
伐
量
の
上
限
、
再
造
林
の
必
要
性
等

を
説
明
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
取
組
内
容
等

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
中
で
、

森
林
整
備
事
業
補
助
金
の
不
足
、
シ
カ
の

増
加
や
新
た
な
被
害
、
シ
カ
被
害
対
策
の

新
た
な
問
題
点
、
伐
採
と
再
造
林
の
一
貫

作
業
が
困
難
等
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
、

そ
れ
に
応
じ
た
次
の
取
組
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

①
事
業
費
増
加
に
伴
う
森
林
整
備
事
業
補

助
金
の
予
算
確
保

　

間
伐
か
ら
主
伐
再
造
林
へ
の
移
行
に
伴

コンテナ車による枝葉等搬出

架線集材研修

ドローンによる苗木等運搬

再造林地シカ被害調査
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郡
上
地
域
に
お
け
る
再
造
林
の
推
進

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
T
E
L 

0
5
7
5
―
6
7
―
1
1
1
1（
内
線
2
5
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

郡
上
農
林
事
務
所
ま
で

普及コーナー

郡
上
農
林
事
務
所
　林
業
普
及
指
導
員

　安
田 

浩
介

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

　
令
和
７
年
10
月
28
日
（
火
）
と
29
日
（
水
）

に
「
ぎ
ふ
森
の
機
械
展
」
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
　

　
開
催
目
的
は
、「
高
性
能
林
業
機
械
と
ス

マ
ー
ト
林
業
関
係
機
器
が
一
堂
に
会
し
、
岐
阜

県
内
の
森
林
組
合
、
林
業
経
営
体
が
性
能
、
実

用
性
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
で
、
岐
阜
県
の
地

形
等
の
特
性
に
即
し
た
機
器
の
開
発
・
改
良
を

促
す
。」
と
し
て
い
ま
す
。

【
概
要
】

〇
開
催
時
間（
予
定
）

　
10
月
28
日
　
10
時
か
ら
16
時

　
10
月
29
日
　
９
時
半
か
ら
15
時

〇
場
所

　
美
濃
市
曽
代
88
　
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
敷
地
内
　
テ
ク
ニ
カ
ル
棟
前
広
場

〇
内
容

　
詳
細
は
、
機
械
展
実
行
委
員
会
事
務
局
（
岐

阜
県
森
林
組
合
連
合
会
）
か
ら
の
案
内
チ
ラ
シ

や
H
P
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
出
展
予
定
者

〇
駐
車
場
案
内

　
美
濃
市
運
動
公
園
の
第
２
・
第
３
駐
車
場
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
係
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
そ
の
他

　
当
日
飲
食
を
提
供
す
る
ブ
ー
ス
は
御
座
い

ま
せ
ん
。

【
お
願
い
】

　
今
回
は
、
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
の
学
校
行

事
と
し
て
計
画
し
て
い
る
「
日
独
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」（
一
般
参
加
は
出
来
ま
せ
ん
）
と
同
日
で

開
催
さ
れ
る
た
め
、
敷
地
内
の
駐
車
場
不
足
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

お
仲
間
で
同
乗
し
て
頂
き
車
の
台
数
を
減
ら

す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
駐

車
場
が
混
雑
し
待
っ
て
頂
く
事
も
御
座
い
ま

す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
会
場
内
で
の
実
演
・
展
示
を
見
て
頂
き
、
参

加
者
の
皆
様
が
林
業
機
械
の
改
良
点
等
を
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
頂
く
こ
と
で
、
各
メ
ー

カ
ー
が
、
林
業
機
械
の
改
良
・
進
化
の
ヒ
ン
ト

を
得
て
岐
阜
県
の
地
形
特
性
に
即
し
た
機
械

を
作
っ
て
頂
く
事
を
期
待
し
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

「
ぎ
ふ
森
の
機
械
展
」
の
開
催
に
つ
い
て

49

住友建機販売㈱

コマツカスタマーサポート㈱

イワフジ工業㈱

日立建機㈱

日本キャタピラー（同）

コベルコ建機日本㈱

オカダアイヨン㈱

ヤンマー建機㈱

㈱クボタ建機ジャパン

㈱丸光イトウ

岐阜県森林組合連合会

住友林業㈱

㈱ジッタ

㈱マキタ

ハスクバーナーゼノア㈱

㈱スチール

い
、
再
造
林
、
獣
害
対
策
、
初
期
保
育
等

に
要
す
る
費
用
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
シ
カ
高
密
度
生
息
地
で
は
、
忌
避

剤
散
布
か
ら
よ
り
費
用
の
要
す
る
シ
カ
柵

や
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
へ
の
転
換

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
経
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
こ
れ
に
要
す
る
森
林
整
備
事

業
補
助
金
も
予
算
確
保
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

②
シ
カ
の
個
体
数
調
整

　

シ
カ
被
害
を
減
ら
す
に
は
、
根
本
は
捕

獲
に
よ
り
個
体
数
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
林
業
者
と
猟
友
会
等

が
連
携
し
た
シ
カ
捕
獲
の
仕
組
づ
く
り
を

検
討
し
ま
す
。

③
伐
造
一
貫
作
業
の
推
進

　

伐
採
と
再
造
林
は
、
一
貫
し
て
作
業
す

れ
ば
、
伐
採
時
の
機
械
を
活
用
し
て
苗
木

等
の
資
材
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
、
省

力
化
、
コ
ス
ト
縮
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
伐
採
と
再
造
林
は
、
実
施
者
、

時
期
が
異
な
る
場
合
が
多
い
の
が
実
情
で

す
。
事
業
者
間
の
行
程
を
調
整
し
伐
造
一

貫
作
業
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

④
シ
カ
の
樹
皮
食
害
防
止

　

再
造
林
地
の
調
査
の
結
果
、
植
栽
後
シ

カ
の
食
害
を
受
け
ず
に
樹
高
４
～
５
ｍ
程

度
ま
で
成
長
で
き
た
苗
木
が
、
春
期
に
樹

皮
が
食
害
さ
れ
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。
樹
幹
を
テ
ー
プ
巻
等
に
よ
り
保
護

す
る
対
応
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

⑤
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
筒
状
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー
の
雪
害
対
策

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
筒
状
の
ツ
リ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
し
た
植
栽
木
は
、
生

長
し
て
も
樹
幹
が
細
く
な
り
が
ち
で
下
枝

も
無
い
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
、
積
雪

に
よ
り
倒
伏
し
易
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が

昨
年
度
の
大
雪
に
よ
り
判
明
し
ま
し
た
。

　

通
気
性
が
良
く
、
下
枝
が
生
え
、
樹
幹

の
肥
大
生
長
も
良
好
な
ネ
ッ
ト
状
の
ツ

リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
も
検
討
し
ま

す
。

●
お
わ
り
に

　

主
伐
後
の
再
造
林
は
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
よ
り
ほ
ぼ
実
施
さ
れ
る
体
制
が
整
い
ま

し
た
が
、
再
造
林
地
が
シ
カ
食
害
等
に
よ

り
成
林
が
危
う
い
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

今
後
、
多
く
の
課
題
を
一
つ
ず
つ
克
服

し
、
確
実
に
再
造
林
を
実
施
し
、
確
実
に

成
林
さ
せ
、
山
地
災
害
発
生
の
防
止
や
将

来
の
木
材
資
源
の
確
保
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

シカによる樹皮食害

プラスチック製筒状ツリーシェルター雪害
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イベント情報

市況情報

地域の人

連載
●山の歳時記（243）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（151）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（154）

コラム
「漢（おとこ）は拳だ！」父の言葉を胸に、3年前からボクシングジム

に通い始めました。テレビで見ると簡単そうに見えるボクシングです
が、実際にやってみると動く相手にパンチを当てるのは驚くほど難しく、高い技
術と集中力が求められます。

それでも続けるほどに、ボクシングの奥深さに引き込まれていきます。全身を効
率よく鍛えることができ、心肺機能の向上や体脂肪の燃焼など体にうれしい効果
があるのはもちろん、気持ちを前向きにしてくれるのも大きな魅力です。ストレス
を発散しながら、日常生活に活力を与えてくれます。

試合では、相手の動きを読み合う駆け引きがあり、パンチが決まった瞬間の達
成感は格別。その一撃には、それまでの努力や集中がすべて凝縮されています。
拳を交わす時間は、自分と向き合い、心と体を整える大切なひとときにもなって
います。

ボクシングは、単なる格闘技ではなく、人生を豊かにしてくれる学びの場です。
これからも拳を通じて、成長を重ねていきたいと思います。

皆さまもぜひ、その魅力を体験してみてはいかがでしょうか。
「森林のたより」編集委員　県産材流通課　安田 有輝

11月1日
発行

11月号予定

108

中
部
の
森
林

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
２
５

　
　〜
山
と
人
の
暮
ら
し
の
再
発
見
！
〜

国有林の現場から

イ
ル
）を
添
付
の
上
、
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募

下
さ
い

　

デ
ジ
カ
メ
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ
や
ド
ロ
ー

ン（
※
）で
の
撮
影
も
O
K

　

提
出
い
た
だ
い
た
写
真
の
使
用
権
は
、

主
催
者（
中
部
森
林
管
理
局
）に
属
し
ま
す

　

肖
像
権
に
関
わ
る
問
題
が
生
じ
た
場
合

に
は
、
応
募
者
の
責
任
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

（
※
）ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
に
当
た
っ
て
は
、

航
空
法
等
関
係
法
令
や
撮
影
マ
ナ
ー
に
、

十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

応
募
〆
切
は
令
和
７
年
12
月
12
日
、
皆

さ
ん
の
素
敵
な
作
品
の
応
募
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
中
部
森
林
管
理
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.rinya.m

aff.go.jp/chubu/

koho/photo-contest/2025/osirase.

htm
l

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

応
募
写
真
の
テ
ー
マ

テ
ー
マ
１

山
の
仕
事
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

●
働
く
林
業
労
働
者
の
姿

●
国
土
を
守
る
森
林
土
木
事
業

●
山
仕
事
の
合
間
の
お
弁
当

●
林
業
を
学
ぶ
学
生
た
ち

●
木
を
使
っ
た
伝
統
工
芸　

な
ど

 

テ
ー
マ
２

人
の
心
を
惹
き
付
け
る
山
の
表
情

　
「
森
林
の
た
よ
り
」を
お
読
み
の
皆
さ
ん
、

突
然
で
す
が
、
山
の
写
真
撮
っ
て
ま
す
か
？

筆
者
は
、
趣
味
の
登
山
で
見
か
け
た
、
景

色
や
草
花
な
ど
を
写
真
に
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
ん
な
個
人
で
楽
し
ん
で
い
る
写
真
や
、

仕
事
中
に
い
い
な
と
思
っ
た
瞬
間
の
写
真

を
中
部
森
林
管
理
局
で
募
集
し
て
お
り
ま

す
の
で
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
山
に
ま
つ
わ
る
季
節
の
風
物

　

詩（
春
を
知
ら
せ
る「
雪
形
」、
地
域
に
縁

が
深
い「
桜
」等
）

●
日
本
美
し
の
森
～
お
す
す
め
の
国
有
林
～

　

の
一
コ
マ

●
古
木
、
老
木
、
森
の
変
な
木

●
森
の
動
物
た
ち　

な
ど

　

令
和
５
年
１
月
１
日
以
降
の
撮
影
で

あ
っ
て
、
未
発
表
の
写
真
が
対
象
で
す

　

中
部
森
林
管
理
局
管
内
の
４
県（
富
山
、

長
野
、
岐
阜
、
愛
知
）で
撮
影
さ
れ
た
写
真

が
対
象
で
す（
国
有
林
以
外
も
◎
）

　

応
募
は
１
人
３
点（
組
）ま
で
、
組
写
真

（
５
枚
ま
で
）も
応
募
可
能
で
す

　

写
真
は
、
応
募
用
紙（
E
x
c
e
l
フ
ァ
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イベント情報

市況情報

地域の人

連載
●山の歳時記（243）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（151）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（154）

コラム
「漢（おとこ）は拳だ！」父の言葉を胸に、3年前からボクシングジム

に通い始めました。テレビで見ると簡単そうに見えるボクシングです
が、実際にやってみると動く相手にパンチを当てるのは驚くほど難しく、高い技
術と集中力が求められます。

それでも続けるほどに、ボクシングの奥深さに引き込まれていきます。全身を効
率よく鍛えることができ、心肺機能の向上や体脂肪の燃焼など体にうれしい効果
があるのはもちろん、気持ちを前向きにしてくれるのも大きな魅力です。ストレス
を発散しながら、日常生活に活力を与えてくれます。

試合では、相手の動きを読み合う駆け引きがあり、パンチが決まった瞬間の達
成感は格別。その一撃には、それまでの努力や集中がすべて凝縮されています。
拳を交わす時間は、自分と向き合い、心と体を整える大切なひとときにもなって
います。

ボクシングは、単なる格闘技ではなく、人生を豊かにしてくれる学びの場です。
これからも拳を通じて、成長を重ねていきたいと思います。

皆さまもぜひ、その魅力を体験してみてはいかがでしょうか。
「森林のたより」編集委員　県産材流通課　安田 有輝

11月1日
発行

11月号予定

森林・林業関係イベントカレンダー（10～11月） 林業者向け

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

10月28日㈫～
10月29日㈬

簡易架線集材等
機械の運転業務
特別教育

●講習時間　28日 学科　8:50~16:00
　　　　 　  29日 実技　8:30~17:30
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：57,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。学

科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10名単
位の開催となりますので実技受講者が20名以上の
場合は翌日になりますのでお問合せ下さい。）

28日（学科）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
29日（実技）
中濃地内山林（予定）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

11月5日㈬～
11月7日㈮～

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間　5日 学科　 8:50~17:10
　　　　　　6日 学･実  8:50~12:30
　　　　　　7日 実技　 8:30~17:10
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：24,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

5日（学科）　
6日（学･実）
ぎふ森林文化センター
（岐阜市六条江東2-5-6）
7日（実技）
㈱木の国　土場（山県市椎倉203-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195

11月11日㈫～
11月14日㈮～

フォークリフト運転技能
講習　

 受講資格
 自動車普通運転免許所持者

●講習時間　 １日目： 学科  8:50~17:05 
　　　　　　　　　　 学科試験 17:10~18:10 
　　　　   2~4日目： 実技・試験  8:00~17:30 
●申　込：開催日の20日前まで
●受講料：32,450円（本代含む）（振込み）
●定　員：20名（定員になり次第締め切ります。）

（学科）　
伊自良中央公民館
（山県市大門850-67）
（実技）
ぎふ農協 旧伊自良共選場
（山県市洞田127－5）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　
FAX 058-201-1195
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TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり

B S C 工法 微細藻類の力で、

人の健康 ・ 地球の環境保全に貢献します。

土壌藻類資材 （BSC-1） を散布することで、
バイオロジカル ・ ソイル ・ クラストを形成し、
侵食を防止して早く植生遷移をスタートさせる工法です。

土壌藻類を活用した環境にやさしい

表面侵食防止工法

本 社 ：〒501-6255 岐阜県羽島市福寿町浅平 1 丁目 32 番地

TEL ： 058-393-0500
URL ： https://bsc-method.com/ 国土交通省 NETIS ： OK-170002-VR

自然侵入促進工法 ： 特許第 6734500 号
周辺環境に
応じた植生遷移を促進

在来種への
環境影響を回避

土壌表面の
侵食を防止

B S C 工 法 の 効 果

土

B S C

表 面 流

拡 大 イ メ ー ジ 図

BSC とは？ ハイドロシーダー ヘリコプター

市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（8月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（8月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

68,000

70,000

80,000

75,000

155,000

85,000

88,000

→

→

→

→

→

→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギ４ｍ元木、尺上良材は入札多数で活気あり、価格は保合。スギラミ
ナ向け３ｍ・４ｍ材は保合。ヒノキ元木良材４ｍは入札旺盛で活気あり、価
格は強含みで引き合いは強い。ヒノキ３m・４ｍの構造材は保合。合板向け
は価格は強含みで納材は順調。製紙向けパルプ材、発電向け未利用材と
もに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキともＡ材工場への引き合いは旺盛。広葉樹は横ばいで推
移。暑さが収まり雨量が増え虫害の時期になりますので、山元の素材には
注視していただきながら早めの出荷をお勧めします。高値はホウ
2.2m×24－28cm@23,000円、クリ2.2ｍ×38cm＠32,600円、ウワ
ミズザクラ4.0m×40cm@26,500円（飛騨）

　スギ、ヒノキとも出材量は、増加傾向。ヒノキは役物・良材に多数の応札
があり活気をみせた。３ｍ・４ｍの元木や中目良材は地元工務店を中心に
引き合いが強い。３ｍ・４ｍ並材は保合で推移。２ｍ尺上材は堅調である一
方、20cｍ以下の材は弱含みとなった。スギは、元木・中目良材は価格保
合で推移。目荒などの並材は伸び悩みを見せている。４ｍ（24cm以上）
の構造材は保合、３ｍ材は価格こそ保合ながら引き合いは強い。６ｍ長柱
向け材（16cm～20cm）は引き続き好調を維持している。合板向け材は
価格保合ながらも納材は順調に進んでおり、ラミナ向けもスギ・ヒノキとも
に活発な動き。（東濃）   

記念市11月6日㈭ぎふ優良材展（東濃）、12月3日㈬広葉樹祭り
（飛騨）を開催します。

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

節がある製材品、もしくは製材した製品に節が出そうな丸太のこと。対語とし
て製材品では役物(小節、上小節、無地)、原木では選木、役物。

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1888回

9月9日

9月10日

9月4日

岐
阜
共
販
所

第1487回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～22㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

40㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

30㎝以上元

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50,300

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

23,000

31,000

29,000

39,000

－

－

37,000

167,000

－

－

14,600

14,000

14,500

14,400

13,000

17,200

21,100

18,900

20,700

19,000

18,700

－

14,200

14,600

13,600

21,000

20,500

19,200

－

－

12,000

12,000

－

14,000

14,200

14,400

15,000

21,300

20,000

28,000

12,000

21,300

19,800

29,000

29,500

－

第1821回

東
濃
共
販
所

木材市場

396
432
468
－

→
→
→
－

2,249

662

3,528

3,240

13,392

2,800

3,800

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→
→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

並材
なみざい

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4m

5m

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍまつ
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